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概要

この文書では、 OpenLab CDS クライアント /サーバーシステムで利⽤可能な 
OpenLab CDS Acquisition フェイルオーバーの機能ついて説明しています。
OpenLab CDS クライアント /サーバーシステムの通常操作では、 AIC と 
OpenLab CDS Server の間の接続は有効になっています。ユーザー名、権限、
およびロールが実⾏され、ユーザーはすべてのプロジェクト、機器、および
データに完全な形でアクセスすることが可能となります。
AIC と OpenLab Server の間の接続が切断されると、フェイルオーバーモード
が作動し、ユーザーはサンプルの処理を続⾏することができます。
このガイドには、 AIC から OpenLab Server の接続が回復された後に、フェイ
ルオーバーモード中に収集されたファイルを Content Management に転送する
詳細情報が記載されます。

この文書で使用される用語の定義

• OpenLab Server：Content Management をホストする ECM XT をインスト
ールした PC。これは、クライアント /AIC 上に⽣成されたすべてのデータ /
ログの保存場所とすることもできます。

• （OpenLab）中央サーバー：Content Management または Data Server をホ
ストし、メインアクセスとなる ECM XT をインストールした PC。中央 /メ
インサーバーを経由してアクセスする、クライアント /AIC 上に⽣成される
すべてのデータ /ログの保存場所となる他の PC も存在している可能性があ
ります。
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1
フェイルオーバーモードのトリガー
フェイルオーバーモードのトリガー

• AIC とサーバーの間のネットワーク接続が失われている。 
• クライアントからサーバへの接続、もしくはクライアントから AIC への接
続が失われるとき、測定クライアントが起動中の場合、メッセージ画面が
表示され、接続が失われたことが示されます。このメッセージは、それぞ
れのクライアントの測定ウィンドウに示されます。

図 1 ネットワーク切断メッセージの例

• AIC からサーバーへの接続が失われている時に、キューへの追加を試みる
と、追加が失敗し、接続が失われたことを伝えるメッセージが示されます。

注記 サーバーへのネットワーク接続が失われておらず、Shared Services、Alfresco 
Tomcat、もしくは OpenLab Automation などのサービスが 1 つでもサーバー上
でダウンした場合、フェイルオーバーモードは使⽤しないでください。サービ
スの故障は、フェイルオーバーを使って対処することはできません。
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1
フェイルオーバーモードへのアクセス方法
フェイルオーバーモードへのアクセス方法

AIC にアクセスできるユーザーであれば、測定クライアントと AIC がサーバーと
の接続が失われたときにフェイルオーバーモードを⽴ち上げることができます。 

フェイルオーバーモードにアクセスするには、 AIC 上でコントロールパネルを
起動します。
• 中央サーバーとの接続を確⽴できないときは、フェイルオーバーモードに
アクセスすることを促すプロンプトが表示されます。

• まだサーバーへ接続できているときにユーザーが AIC にアクセスしていた
場合は、コントロールパネルを一度閉じて、再度⽴ち上げてください。

図 2 フェイルオーバーモードへのアクセスを促すプロンプト

注記 フェイルオーバーモードで実⾏する全てのアクションは、「System」ユーザー
に起因します。これは、どのユーザーがアクションを実⾏しているのか AIC が
判断できないためです。お客様の責任で AIC へのアクセスを管理およびコント
ロールし、フェイルオーバーモードで実⾏されたアクションのトレーサビリテ
ィを管理してください。
OpenLab CDS Acquisition フェイルオーバー ユーザーガイド 6



1
フェイルオーバーモードへのアクセス方法
システムをフェイルオーバーモードで実⾏しているとき、測定クライアントア
プリケーションの下部に赤い「フェイルオーバーモード」というステータス
が表示されます。
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1
フェイルオーバーモードで使用可能な ファイル、プロジェクト、および機器
フェイルオーバーモードで使用可能な
ファイル、プロジェクト、および機器

ファイル

AIC は、分析実⾏時に使⽤したメソッド（.amx、 .pmx、 .smx）、シーケンス
（.sqx）、およびレポートテンプレート（.rdl）を自動的にキャッシュします。キ
ャッシュされたファイルは、フェイルオーバーモードで新しいシングルサンプ
ルまたはシーケンスランをキューに追加するときに使⽤することができます。
キャッシュにないメソッドを使⽤して分析を⾏う場合、新しいメソッドを作成
し、シングルサンプルまたはシーケンスランをキューに追加することもできま
す。ただし、新たに作成したメソッドは、自動的にサーバーと同期（アップ
ロード）されません。お客様の責任で、このようなメソッド、および⽣成され
た結果セットとそれらとの関係性の文書化、管理、保存を⾏ってください。
お客様は、フェイルオーバーモードで新しいメソッド（.amx、 .pmx、 .smx）
を作成し、シングルサンプルまたはシーケンスランをキューに追加することが
できます。しかし、これらのメソッドは AIC のローカルに保存され、 Content 
Management と同期されることはありません。お客様の責任で、結果セットと
の関係性を管理し、保存しなければなりません。

プロジェクト

接続状態で分析を⾏うと、 AIC はプロジェクトとプロジェクトグループを 30 
分ごとにキャッシュします。キャッシュされたプロジェクトは、フェイルオー
バーモードで使⽤することができます。フェイルオーバーモードで新しいプロ
ジェクトを作成することはできません。

注記 同期後にプロジェクト /プロジェクトグループを作成、もしくは更新される
と、それらの変更がフェイルオーバーモードで⾒ることができなくなります。
それらの変更は、 AIC からサーバーへの接続が確⽴した後に同期されます。
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1
機器
機器

フェイルオーバーモードで、 AIC が管理している機器のみを表示します。

注記 フェイルオーバーで、新しい機器を作成することはできません。
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1
フェイルオーバーモード時の動作
フェイルオーバーモード時の動作

• プロジェクトを作成したり、変更することはできません。
• フェイルオーバーモードで機器を作成すること、コンフィグレーション
または再コンフィグレーションすることはできません。

• システム設定を変更することができません。
• フェイルオーバーモード中、測定およびデータ解析の動作には制限があり
ます。
• 通常モードでキューに追加したランは、フェイルオーバーモードでは
データ解析でレビューすることはできず、またその逆も同様です。

• 通常モードでキューに追加したシーケンスは、フェイルオーバーモード
で表示することはできず、またその逆も同様です。

• 通常モードでキューに追加したシーケンスのスナップショットを取るこ
とはできず、またその逆も同様です。

• フェイルオーバーモードで⽣成されたアクティビティログのエントリ
は、通常モードに戻るとフェイルオーバーのタグが付けられます。

• フェイルオーバーモードでキューに追加されたシーケンスには、デフォ
ルトで <I> <DS> トークンの名前が付けられ、日時トークンが付けられて
いない既存の名前の場合は、最後に <DS> が付けられます。 

• 結果の名前には、短い日付のトークンが選択した名前に追加されます。
• AIC のデフォルトの出力先にハードコピーのレポートを出力するには、シ
ーケンスをキューに追加する際、測定クライアントで［ローカルプリンタ
ー］を出力先プリンターとして選択するか、メソッドでレポートの出力先
として［ローカルプリンター］を指定します。

• ネットワークが回復すると、「ネットワーク接続が復元されました。フェイ
ルオーバーモードを終了するには、 OpenLab Control Panel と測定クライア
ントを再起動してください。」というメッセージが測定クライアントウィン
ドウに表示されます。 
• メッセージを確認したら、自分のアクションを完了させ、新しいランを
キューに追加することができます。

• 接続が回復されると、フェイルオーバーモードで収集されたアクティビテ
ィログのエントリがサーバーにアップロードされ、すべてのエントリのユ
ーザー名はイベントを実⾏した AIC のホスト名となります。
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1
Content Management へのデータ転送
Content Management へのデータ転送

フェイルオーバーモード中にキューに追加されたランのすべての結果ファイル
はキャッシュされ、 AIC 上に保存されます。接続が回復されたら、ユーザーは
特殊なツールを使⽤して、フェイルオーバーモードで測定されたデータを中央
サーバーにアップロードする必要があります。
ネットワークが回復されると、フェイルオーバーモードで⽣成されたプロジェ
クト結果データをフェイルオーバー結果アップローダーを使⽤して、⼿動で 
Content Management へ転送する必要があります。
このツールを使⽤してアップロードできるのは、結果のみです。メソッド、シ
ーケンス、シーケンステンプレート、および結果テンプレートのファイルは、
サーバーへ⼿動で直接アップロードする必要があります。
1 このツールを⽴ち上げるには、サーバーへの接続を再度確⽴した AIC 上で、

Start > Agilent Technologies > Failover Results Uploader の順にクリックし
ます。

2 ユーザー資格情報の⼊力が必要な場合があります。
3 このツールは、次の場所に保存されている結果を探します：

C:¥CDSProjects¥<Project Name>¥Results

有効な結果（.mfx データファイルを含む）を持つプロジェクトからアップ
ロードすることができます。
アップロード可能な結果は、緑色で表示されます。アップロードできるデ
ータを持たないプロジェクトは、灰色で表示されます。結果が検出されな
い場合は以下のメッセージが表示されます：「アップロードが必要なフェイ
ルオーバー結果はありません」
プロジェクトフォルダーにアクセス許可のないユーザーは、そのプロジェ
クトからデータをアップロードすることができません。
プロジェクトを選択して、「選択プロジェクトをアップロード」をクリック
します。
重複するデータはアップロードすることができません。
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1
Content Management へのデータ転送
図 3 フェイルオーバー結果アップローダーの例

結果セットのファイルがファイルアップロードキューを経由し、 Content 
Management へ転送されます。 

アップロードされた結果セットのファイルは、 Content Management アクティ
ビティログで認識されます。
結果セットのファイルはアップロードされると、ローカル AIC ストレージから
削除されます。

注記 再接続時に、切断の前の通常モードで追加され完了したランは、ファイルアッ
プロードキューから Content Management に自動的にアップロードされます。
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トレーサビリティ
トレーサビリティ

AIC にアクセスできるユーザーは、測定クライアントまたは AIC がサーバーと
の接続が失なわれるとフェイルオーバーモードを⽴ち上げることができます。 

フェイルオーバーモードで実⾏する全てのアクションは、「System」ユーザー
に起因します。これは、どのユーザーがアクションを実⾏しているのか AIC が
判断できないためです。お客様の責任で AIC へのアクセスを管理およびコント
ロールし、フェイルオーバーモードで実⾏されたアクションのトレーサビリテ
ィを管理してください。

図 4 「System」のユーザーを示すフェイルオーバーモード中の機器アクティビティログ
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1
トレーサビリティ
図 5 「System」のユーザーを示すフェイルオーバーモード中の注⼊データの監査証跡

フェイルオーバーモードで AIC の「System」ユーザーがシングルサンプルまた
はシーケンスランをキューに追加するために新しいメソッド（.amx、 .pmx、
.smx）を作成した場合、注⼊データの監査証跡と結果セットの監査証跡がこれ
らのメソッドをフェイルオーバーとして記録します。お客様の責任で、メソッ
ドと結果セットの間のトレーサビリティを管理しなければなりません。
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1
トレーサビリティ
ネットワークが回復し、通常モードに戻ったあと：
• フェイルオーバーモードでキューに追加されたシーケンスとサンプルには、
機器アクティビティログ、注⼊データの監査証跡、シーケンス監査証跡、お
よび結果セットの監査証跡で「フェイルオーバー」のタグが付られます。

• 機器アクティビティログで、ユーザー名が「System」から AIC のホスト名
に変更されます。

図 6 ユーザー名および「フェイルオーバー」タグを示す通常モードでの機器アクティビティログ
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